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南海トラフ海底地震津波観測網（N-net）システム概要
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2019年10月～翌年1月に実施した海洋調査の結果を基に策定
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海洋調査を踏まえたルート案

ケーブル総延長：約900km

ケーブル総延長：約740km

海底観測機器

分岐装置

終端装置
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速度計のレコードセクション
N.NAE01のX成分、Y成分、Z成分、N.NAE02のX成分、Y成分、Z成分、・・・の順に18観測点の合計
54本の地震トレース（１時間）が並んでいる。

■地震活動が比較的静穏な時期（2024年7月31日13:00～14:00）

■2024年8月8日日向灘の地震（M7.1）発生直後の余震活動（2024年8月8日17:00～18:00）
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2024年8月8日日向灘の地震（M7.1）加速度計の
レコードセクション

左から、X成分、Y成分、Z成分のレコードセクション。震央距離（Delta）にて並んでいる。波形の右
端の数値は最大振幅値（m/s/s）を示す。
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理論潮汐との比較（水圧計）

2024年9月22日から１週間の比較

理論潮汐と観測記録（水圧計）はよく
一致している。
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